
平成28年
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成29年
10月

売上 ▲ 14.1 ▲ 17.2 4.3 ▲ 7.5 ▲ 12.6 ▲ 1.1 ▲ 4.4 ▲ 9.6 8.9 ▲ 6.7 3.2 7.8 2.3

採算 ▲ 27.2 ▲ 14.0 ▲ 5.4 ▲ 12.9 ▲ 16.8 9.0 ▲ 8.7 ▲ 14.9 ▲ 4.4 0.0 1.6 ▲ 3.3 ▲ 3.4

業況 ▲ 19.6 ▲ 14.0 ▲ 9.7 ▲ 11.8 ▲ 17.9 ▲ 5.6 ▲ 14.1 ▲ 13.8 1.1 ▲ 8.9 1.6 ▲ 5.6 ▲ 1.1

仕入単価 ▲ 13.0 ▲ 24.7 ▲ 21.5 ▲ 23.7 ▲ 29.5 ▲ 27.0 ▲ 31.5 ▲ 39.4 ▲ 34.4 ▲ 20.0 ▲ 34.9 ▲ 25.6 ▲ 29.6

* 従業員 14.1 19.4 14.0 20.4 17.9 16.9 16.3 21.3 20.0 26.7 30.2 24.4 28.4

【全産業平均ＤＩ】　※ＤＩ(景況判断指数)＝（良い割合）－（悪い割合）

　売上ＤＩは５.５ポイントプラス幅が減少し、仕入単価ＤＩは４.０ポイントマイナス幅が増加したが、
採算ＤＩは０.１ポイントマイナス幅が増加して横這い、業況ＤＩは４.５ポイントマイナス幅が減少した。
従業員ＤＩは４.０ポイントプラス幅が増加した。

全産業平均ＤＩ‐向こう３か月間の先行き見通し

9月
10月

　先行きは、売上ＤＩは０.２ポイントプラス幅が増加し、業況ＤＩはマイナスからプラス２.３ポイント

に転じ、採算ＤＩは１.２ポイント、仕入単価ＤＩは１.７ポイントマイナス幅が増加した。従業員ＤＩは

１１.９ポイントプラス幅が増加した。
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景況感はやや改善の動き、先行きは依然として慎重な見通し

　９月に比べると、売上ＤＩのプラス幅は減少し、仕入単価ＤＩのマイナス幅は増加しているが、採算ＤＩのマイナス幅
は、ほぼ横這いで、業況ＤＩのマイナス幅は減少している。従業員ＤＩのプラス幅は増加した。建設業や製造業では原
材料価格が上昇しているなどの声も聞かれ、採算改善に影響を及ぼしており、景況感は横這い。
　先行きについては、９月に比べ、売上ＤＩのプラス幅はやや増加し、業況ＤＩもマイナスからプラスに転じているが、
仕入単価ＤＩと採算ＤＩはマイナス幅がやや増加している。従業員ＤＩはプラス幅がさらに増加した。人手不足感の強ま
りと仕入コスト増が懸念されるが、売上と業況面ではやや改善の見通しとなっている。

　【１０月の概要】

売上（受注・出荷） 採算 仕入単価 従業員 業況
8.9 ▲ 1.1 ▲ 23.3 23.3 ▲ 1.1
9.1 ▲ 2.3 ▲ 25.0 35.2 2.3

【 業 界 か ら 寄 せ ら れ た 主 な コ メ ン ト 】

売上増の要因は、営業地域の広域化と仕事のある地域へ注力しているため。
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仕入単価は、鋼材関連の上昇が著しく、先行きも上昇傾向が続く。業況は、地元同業者も
売上は上がってきており、景況感も出てきているようだ。

業界自体、高齢化が進んで若者が入ってこなくて、各社人手不足が加速している。
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中央区役所の移転に伴い、一般飲食店には良い影響が出ていると見られるが、それも限定
的で全般的な好況感には欠ける。

採算の悪化は、人手不足に伴い外注費が増加していることが大きい。
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仕入単価の上昇は、原材料の値上げが影響しており、今後も上昇が予想される。

天産品の不作により原料不足となり、原料価格が上昇している。

業況及び採算面での低下が懸念される。

青果

建築資材 建設需要が少なく、生コンの出荷が激減している。

ネットを利用した取引が増え、事務作業が煩雑になり、時間と手間がかかるようになっ
た。
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公共食品の個店大雪の影響で宿泊 売上前

(平成28年10月～平成29年10月)
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早期景気観測調査 新潟商工会議所管内 １０月分


